
ダイアナ妃は「英国の薔薇」と称えられてい

ました。ウィリアム王子が本宮を訪問し、植樹

をしたことを記念して公園（プリンス・ウィリアム

ズ・パーク）が整備されました。本宮市は英

国との交流を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

＊「対人地雷禁止条約」とは？ 

国際的に対人地雷を規制している条約のことである。オタワ条約とも呼ばれ、現在、日本を

含む１６３か国と世界の８割以上の国が加盟している。この条約は、対人地雷の使用、開発、

生産、貯蔵、保有、移譲などを禁止している。締結国は、すべての対人地雷を廃棄し、撤廃を

確保しなければならない。また、すでに埋設している地雷を１０年以内に除去することなどを

義務づけている。アメリカやロシア、中国やインドなどはいまだ未加盟。 

この条約は、

対人地雷の

製造や使用

を禁止する

ほか、すでに埋設している地雷を１０年以内に除去することなどを義務づけています。 

 

 

                                      

 

 

 

 

  

 

 

 

現在3学年に在籍している鈴木千穂さんが、ロータリークラブの青少年交換留学を利用し、

9月よりイタリアへ留学します。しばらく日本を離れますが、持ち前の明るさで、言語の習

得をはじめ文化交流などあらゆることに挑戦していってもらいたいと思います。 

 ∼千穂さんよりメッセージ～ 

 イタリアのミラノ郊外にあるクレモナに留学することになりました。日本とは違う食文化や衣

服・伝統文化などに多く触れることで、異文化理解を深められるよう頑張りたいです。語学

の壁を乗り越えたくさん友だちを作って、日本に招待したいです。日本の美しい文化を伝え

ながら、ヨーロッパの優れた芸術と文化を吸収して、何十倍も成長してきたいです！ 

 

   ８月３１日は「ダイアナ妃の命日」です。 

  ウェールズ公妃ダイアナ（Diana, Princess of Wales）について知っていますか？ 1981年

に英国のチャールズ皇太子と結婚、ウィリアム王子とヘンリー王子のお母さんです。残念

ながら1997年8月31日にパリで交通事故による不慮の死を遂げました。生前、人道支援

活動に関心を持ち、特に心を傾けていたのが「エイズ問題」や「地雷除去問題」です。アフ

リカのアンゴラで地雷撤去直後の危険な現場を、防御マスクをつけて歩く画像は世界に配

信され、地雷に対する認知度を高めました。死後、ダイアナ妃の功績は引き継がれ、その

年の12月に122ヶ国が正式に参加し、対人地雷禁止条約が締結されています。現在でも

その遺志はヘンリー王子に受け継がれています。 

  10月12日に行われる「芸術鑑賞教室」で地雷に関するお芝居を鑑賞します。「悪魔の

兵器」と言われる地雷の恐ろしさや「世界平和」について考える機会にしたいと思います。 
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若者の特権は失敗できることです。多くの失敗や挫折に出会いながらも、その根

底にある本当の自分の願いや生き方に目覚めることに大きな意義があります。 

失敗を恐れずチャレンジしていきましょう。   《メッセージ・題字 矢森健一校長 》 

８月２９日より今年度二人目の留学生がチーム開成のメ

ンバーになりました。クラスは１年２組ですが、２，３年生のク

ラスにもお邪魔します。アメリカから来ましたが、スペイン語で

も大丈夫ですので授業で習ったフレーズを使って話かけて

みましょう。１０月から１１月にかけて１か月や１週間の短期

留学生も来校予定です。楽しみですね。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい留学生がやってきました 

 

 

 

留学に挑戦！！ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 7月24日に行われた中学生に対する「一日体験入学」に併せて、図書委員会

のメンバーがレインボー栞を製作し、配布しました。栞を手にした中学生は「か

わいい」と喜んでくれました。図書委員のメンバーはおそろいのレインボーグッ

ズを身に着けてお出迎えをしました。また、新聞社からの取材も受けその様子は

後日掲載されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  国際協力・支援活動に携わったご経験のある方々をお招きします。JICA 二

本松で研修後、各国へ派遣され活動を行った4名の方と、ベトナム医療支援に携

わった福島県立医大教授の1名の方が来校されます。 

 青年海外協力隊は20歳～39歳まで，シニア海外ボランティアは40歳～69歳までを対象に，年2回募集

（春・秋）を行い，選考（語学，技術，面接，健康診断）を経て，技術・能力を有する人材を原則2年間派遣

します。合格者に対しては，青年海外協力隊は約70日間，シニア海外ボランティアは約35日間，ボランテ

ィアとして必要な素養（安全管理，健康管理，任国事情，異文化理解，コミュニケーション能力，語学等）

を身につけるための派遣前訓練を福島県二本松市，長野県駒ヶ根市の青年海外協力隊訓練所，または

JICA横浜国際センターにおいて実施しています。(外務省HPより) 

 

 

 

LGBTについて普及活動をしました ～図書委員会～ 

 

 

 

国際理解講座について～9月6日(木)1学年 

  「国際協力に尽力している方々のお話」 

 

 

 

 


